
平 成 ２２年 ４月 ２３日  

 第十管区海上保安本部 

 

 

 

～ 運 用 開 始 １ ０ 周 年 ～ 

海の「もしも」は１１８番 
 

海難等の発生時における緊急通報用電話番号１１８番が、本年５月１日

で１０周年を迎えます。 

 
 

 

○ 総通報件数 ２６３，１０７件（ １日平均約７３件） 

○ うち有効な通報件数 ５，１５０件 （総通報件数の約0.２％） 

 

 

○ 本年３月２０日、オプシアミスミで実施した認知度調査では約５１％ 

○ 平成２１年１月１８日、イオン鹿児島で実施した認知度調査では約３６％ 

○ 第十管区海上保安本部では、海の事件・事故を速報していただけるように、あら

ゆる機会を捉えて「１１８番」の周知活動を継続的に実施中 

 

 

 

○ 鹿児島市内の小学校（一部）で開催した、「海猿教室」「出前講座」において 

１１８番についても周知 

○ 鹿児島県内の一部の地域（奄美市、薩摩川内市）では、小学校３，４年生の社

会科副読本に記載されており、１１８番について学習 

○ 現在、副読本のモデル版作成に取組んでおり、今後は鹿児島・熊本・宮崎３県

の教育委員会に配布して認知度の向上を図る 

 

【問い合わせ先】 
第十管区海上保安本部 

警備救難部救難課長 大茂英二郎 

電話（０９９） ２５０－９８００ 内線３２５０ 

（参 考） １１８番 

海上保安庁は、海上における事件・事故の緊急通報用電話番号として、警察の１１０番

や消防の１１９番のように覚えやすい局番なしの３桁電話番号「１１８番」の運用を平成１２年

５月１日から開始しました。加入電話、公衆電話、携帯電話などから利用できます。 

鹿児島県、宮崎県、熊本県及びその沿岸海域から架電した場合は、第十管区海上保安

本部が受報します。 

十管区での10年間の運用実績 
 

１１８番の認知度 約５１％ 

 

若 年 層 が 認 知 度 高 い  

 



平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

着信時の即断 16,961 21,138 23,317 22,578 13,202 8,097 7,246 6,103 4,028 3,708 1,019

間違電話 4,683 7,351 6,661 6,076 9,237 10,016 10,030 8,285 7,259 6,621 1,538

無言電話 3,307 5,000 4,100 2,849 6,682 8,747 6,813 5,684 4,217 4,145 1,259

有効件数 1,136 421 734 365 279 481 422 383 375 485 69
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118番通報の内訳（平成12年5月～平成22年3月）
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